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 名古屋大学 Dセンターの特任教授（外国人客員研究員）として招へいしたマラヤ大学
（マレーシア）の Seong Ling Yap 教授により、「Tracking Fast Plasma Dynamics in 
Pinches and Atmospheric Pressure Plasma for Biofilm Inactivation」と題した標記セミナー
が、2026年 10 月 22日、11時 00分から 12時 00分まで EI 創発工学館 TEL オーディト
リウムにて開催されました。 
高エネルギー密度プラズマと大気圧プラズマという異なるプラズマ環境を対象に、高速

度撮影と電気特性計測を組み合わせた高度な診断手法が紹介されました。プラズマフォー
カス放電では、ナノ秒スケールで発生する急速な圧縮現象や不安定性の発展を可視化し、
X 線および高速中性子放出との関連を明らかにする研究成果が報告されました。また、大
気圧プラズマジェットを用いた研究では、高速な電離波の伝播やプラズマ発光の時間発展
を詳細に解析するとともに、薬剤耐性菌が形成するバイオフィルムの不活性化への応用例
が紹介されました。細菌の生存率やバイオフィルム量の評価を通じて、プラズマ放電特性
と殺菌効果との関係が示され、医療・バイオ分野への展開可能性が報告されました。 
 本講演では、プラズマの高速現象の解明から殺菌技術への応用まで、最先端の研究事例
が紹介されました。基礎科学と実社会での応用を結び付ける高度な計測技術の重要性とと
もに、国際的に展開されるプラズマ科学研究の魅力が示されました。 
 
 
 
 


